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人
々
の
行
き
交
う
ま
ち
　

　
―
富
士
河
口
湖
町
の
歴
史
の
道
―

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径

御
坂
路

(

甲
斐
路
・
鎌
倉
街
道)

若
彦
路

中
道
往
還

富
士
山

　
富
士
河
口
湖
町
内
に
は
「
歴
史
の
道
」
と
呼
ば
れ
る
古
く

か
ら
利
用
さ
れ
て
き
た
道
が
多
く
通
っ
て
お
り
、
人
々
の
往

来
や
物
品
の
流
通
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
の
国
道
一
三
七
号
線
は
「
御
坂
路
」
と
呼
ば
れ
、
奈
良

～
平
安
時
代
（
今
か
ら
お
よ
そ
千
二
百
年
前
頃
）
に
甲
斐
国

の
国
府
（
現
在
の
県
庁
の
よ
う
な
国
の
中
心
機
関
）
か
ら
東

海
道
の
横
走
駅
を
経
由
し
て
都
（
平
城
京
や
平
安
京
）
に
通

じ
る
主
要
な
交
通
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
要
人

の
移
動
、
朝
廷
に
献
上
さ
れ
る
「
甲
斐
の
黒
駒
」
と
呼
ば
れ
た

馬
の
搬
出
な
ど
、
国
の
政
治
に
関
わ
る
道
路
で
し
た
。
河
口

地
区
に
は
駅
（
う
ま
や
）
が
設
け
ら
れ
、
道
の
中
継
地
点
と
し

て
賑
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
中
世
（
鎌
倉

時
代
以
降
）
に
な
る
と
、「
鎌
倉
街
道
」
と
し
て
幕
府
な
ど
に

関
わ
る
軍
事
的
な
役
割
を
も
ち
ま
す
。
や
が
て
中
世
の
終
わ

り
の
頃
か
ら
は
富
士
信
仰
に
伴
う
行
者
の
通
行
が
多
く
な

り
、
河
口
御
師
の
ま
ち
が
形
成
さ
れ
、
現
在
ま
で
そ
の
町
並

（
地
割
）
は
残
っ
て
い
ま
す
。
同
地
区
で
は
近
年
の
国
道
・
河

口
二
期
バ
イ
パ
ス
の
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
に
よ
り
多
く

の
遺
跡
が
発
見

さ
れ
、
縄
文
時
代

や
弥
生
時
代
、
古

墳
時
代
に
も
人
々

が
往
来
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。

　
次
に
、
国
道
三

五
八
号
線
と
国

道
一
三
九
号
線

の
一
部
は
、
甲
府

盆
地
と
駿
河
湾

を
最
短
ル
ー
ト

で
結
ぶ
「
中
道
往
還
」
の
役
目
を
引
き
継
い
で
い
る
道
路
で

す
。
中
道
往
還
の
歴
史
は
古
く
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代

に
か
け
て
の
遺
跡
が
集
中
す
る
甲
府
市
の
曽
根
丘
陵
一
帯

（
旧
中
道
町
の
周
辺
・
上
の
平
遺
跡
、
甲
斐
銚
子
塚
古
墳
、
丸

山
塚
古
墳
な
ど
、有
力
者
の
墳
墓
が
多
く
分
布
す
る
エ
リ
ア
）

と
東
海
地
方
や
畿
内
（
大
和
や
河
内
地
方
）
を
結
ぶ
ル
ー
ト

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
中
世
・
戦
国
時
代
の
終
わ
り

の
頃
に
は
、
徳
川
家
康
や
織
田
信
長
が
通
行
し
た
道
で
あ
る

こ
と
も
歴
史
の
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。
町
内
で
は
精
進
、

本
栖
地
区
を
経
由
し
て
お
り
、
宿
場
の
町
並
の
様
子
が
現
在

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
県
道
河
口
湖
・
芦
川
線
は

「
若
彦
路
」
と
呼
ば
れ
る
歴
史
的
な
道
の
ル
ー
ト
の
一
部
が

し
の
ば
れ
る
道
路
で
す
。甲
府
市
を
起
点
に
笛
吹
市
八
代
町
、

同
芦
川
町
を
経
て
、
大
石
峠
か
ら
町
内
に
入
り
、
大
石
地
区
、

長
浜
地
区
、
大
嵐
地
区
を
進
み
ま
す
。
鳴
沢
村
を
抜
け
て
再

び
富
士
ヶ
嶺
地
区
に
て
町
内
に
入
り
、
静
岡
県
富
士
宮
市
の

上
井
出
で
中
道
往
還
と
合
流
し
ま
す
。源
平
合
戦
の
さ
な
か
、

甲
斐
源
氏
（
武
田
氏
の
祖
先
）
が
出
陣
す
る
の
に
利
用
し
た

ル
ー
ト
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
甲
斐
国
（
山
梨
県
）
と
全
国
を
結
ぶ
重
要
な
歴
史
の
道
が

三
本
も
経
由
し
、
さ
ら
に
そ
の
道
の
相
互
を
結
ぶ
支
路
が
数

多
く
存
在
し
ま
す
。
道
に
よ
っ
て
全
国
各
地
と
の
つ
な
が
り

が
広
が
り
、富
士
山
の
ふ
も
と
を
人
々
が
行
き
交
い
な
が
ら
、

富
士
河
口
湖
町
の
歴
史
は
刻
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
道
の
交
差
点
に
は
道
祖
神
が
祭
ら
れ
て
い
た
り
、
道
が
分

岐
す
る
と
こ
ろ
に
道
標
の
石
造
物
が
置
か
れ
て
い
た
り
、
古

道
に
面
し
た
場
所
に
神
社
や
寺
院
が
構
え
て
い
た
り
、
身
近

な
場
所
に
も
古
道
を
物
語
る
文
化
財
が
今
も
見
ら
れ
ま
す
。

古
道
は
現
在
の
幹
線
道
路
と
共
通
し
て
い
る
部
分
と
少
し

異
な
る
場
所
を
通
る
部
分
と
が
あ
り
ま
す
。
町
の
中
に
隠
れ

て
い
る
古
い
ル
ー
ト
を
歩
い
て
、
先
人
達
の
行
き
交
っ
た
往

時
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
文
化
財
や
歴
史
的
な
風
景
を

味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
　

　

　 

（
生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当
　
学
芸
員
　
杉
本
悠

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

船
窪
　
　
陸
　
　
重
　
冶
　
恵
　
美
　
船
津

中
山
　
凛
音
　
　
大
　
介
　
博
　
愛
　
船
津

尾
畠
　
百
香
　
　
　
浩
　
　
奈
緒
美
　
船
津

井
出
　
智
久
　
　
経
　
久
　
紫
　
織
　
船
津

古
屋
　
勇
陽
　
　
昌
　
之
　
真
　
由
　
船
津

荒
井
　
友
輝
　
　
岳
　
人
　
香
　
織
　
船
津

奥
脇
　
蓮
晴
　
　
　
裕
　
　
千
　
絵
　
小
立

渡
邊
　
龍
信
　
　
英
　
明
　
美
　
香
　
小
立

田
邉
　
航
太
　
　
　
明
　
　
葉
　
子
　
小
立

小
佐
野
よ
り
子
　
92
歳
　
小
佐
野
正
光
　
船
津

梶
原
　
静
夫
　
83
歳
　
梶
原
　
美
江
　
船
津

小
佐
野
ふ
じ
の
　
90
歳
　
小
佐
野
　
賢
　
船
津

渡
邉
　
さ
だ
　
99
歳
　
渡
邉
　
完
彦
　
船
津

渡
邉
　
　
春
　
88
歳
　
渡
邉
　
正
一
　
船
津

梶
原
　
公
一
　
49
歳
　
梶
原
　
　
子
　
船
津

安
村
か
ね
子
　
73
歳
　
安
村
　
正
子
　
船
津

渡
邊
　
武
郎
　
64
歳
　
渡
邊
よ
う
子
　
小
立

渡
邊
　
國
夫
　
88
歳
　
渡
邊
　
ま
つ
　
小
立

【
4
月
24
日
か
ら
5
月
18
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

り
く

り
　
ん

も
　
か

と
も
ひ
さ

ゆ
う 

ひ

と
も 

き

れ
ん
せ
い

り
ゅ
う
し
ん

こ
う 

た
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町
で
は
、平
成
19
年
度
か
ら
民
生
・
児
童
委
員
の
協
力
を
得
て
、

乳
児
が
い
る
家
庭
を
訪
問
す
る
「
子
育
て
応
援
訪
問
事
業
」
を
お

こ
な
い
ま
す
。
子
育
て
に
役
立
つ
情
報
提
供
や
心
配
事
な
ど
に

応
じ
、
家
庭
と
地
域(

子
育
て
サ
ー
ビ
ス)

を
つ
な
げ
る
架
け
橋

と
な
っ
て
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
と
安
心
し
た
子
育
て
や
子

ど
も
の
虐
待
予
防
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
事
業
で
活
躍

し
て
い
た
だ
き
ま
す
“
民
生
・

児
童
委
員
さ
ん
”
に
つ
い
て
地

域
の
み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま

す
。

《
民
生
・
児
童
委
員
と
は
》
　

◎
『
民
生
委
員
法
』
及
び
『
児
童
福
祉
法
』
に
定
め
ら
れ
、
厚
生
労

　
働
大
臣
に
委
嘱
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
地
域
住
民

　
の
立
場
に
立
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
援
す
る
人
で

　
す
。(

民
生
委
員
制
度
は
、
創
設
９
０
周
年
を
迎
え
た
歴
史
あ

　
る
制
度
で
す
。)

◎
い
ろ
い
ろ
な
支
援
活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
・
子
育
て
を
し
て
い
る
お
母
さ
ん
な
ど
保
護
者
と
子
ど
も
た

　
　
ち
を
支
え
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
・
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
地
域
全
体
で
見
守
っ
て

　
　
い
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
・
地
域
の
高
齢
者
や
障
害
者
が
い
き
い
き
元
気
に
暮
ら
し
て

　
　
い
け
る
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
・
自
然
災
害
や
悪
質
商
法
被
害
な
ど
か
ら
地
域
住
民
を
守
る

　
　
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

◎
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
受
け
た
相
談
内
容
の
秘
密
を
守
り
ま

　
す
。
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
パ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
た
支
援

　
活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
子
育
て
応
援
訪
問
事
業
　
　

　
　
子
育
て
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
な
ど
子
ど
も
た
ち
の

　
健
や
か
な
成
長
を
応
援
す
る
事
業
で
す
。

【
事
業
概
要
】
　

　
す
べ
て
の
乳
児
が
い
る
家
庭(

新
生
児
訪
問
未
実
施
の
家
庭

　
が
対
象
に
な
り
ま
す)

を
訪
問
し
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
提

　
供
や
必
要
な
家
庭
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支
援
を
提
供
し
ま

　
す
。

【
対
象
家
庭
】
　
　

　
　
平
成
19
年
4
月
生
ま
れ
以
降
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
母
親
が

　
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
※
た
だ
し
、
新
生
児
訪
問
未
実
施
の
家
庭
が
対
象
で
す
。

【
訪
問
時
期
】

　
　
生
後
１
～
３
か
月
ま
で
の
期
間

【
訪
問
者
】

　
　
民
生
児
童
委
員
及
び
保
健
師(

訪
問
時
は
、
必
ず
町
交
付
の

　
身
分
証
を
携
帯)

　

【
お
知
ら
せ
】

　
　
出
生
届
け
の
際
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
合
先
　
町
役
場
福
祉
推
進
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
６
０
２
８

～
広
げ
よ
う
　
地
域
に
根
ざ
し
た
　
思
い
や
り
～

地
域
の
子
ど
も
の
育
ち
と
子
育
て
を

　
　
民
生
・
児
童
委
員
が
応
援
し
ま
す
。

日   

時
　
7
月
3
日 (

火)

　
　
　   

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場   

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

人口

男

女

世帯

　　25,693人
(＋63)

 12,650人
(＋35)

 13,043人
　(＋28)

 8,756  
(＋70)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

5月1日現在の
人口・世帯

倉
澤
　
幸
博
　
25
歳
　
倉
澤
　
俊
彦
　
河
口

小
見
山
か
ね
子
　
78
歳
　
小
見
山
和
彦
　
河
口

渡
邊
　
信
子
　
78
歳
　
渡
邊
　
富
雄
　
河
口

貴
家
　
弥
重
　
101
歳
　
貴
家
　
悦
代
　
大
石

流
石
寿
ず
江
　
83
歳
　
流
石
　
京
子
　
勝
山

島
貫
　
和
紀 

 

＝ 
 

渡
邉
い
つ
か
　
船
津

赤
池
　
　
洋 

 

＝ 
 

深
澤
佑
季
子
　
船
津

森
　
　
隆
信 

 

＝ 
 

深
澤
裕
紀
子
　
小
立

横
瀬
　
裕
介 

 

＝ 
 

飯
　
明
日
香
　
勝
山

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

Happy Wedding



広
報
富
士
河
口
湖

　
２８

質の高い住民サービスを提供します。
地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 9001  14001 認証取得

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

「
広
報
富
士
河
口
湖
」
は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
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ー
ジ
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ド
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ド
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■
無
料
弁
護
士
相
談

　
◆
日
時
　
6
月
12
日(

火)

、
15
日(

金)

、
21
日(

木)

、

26
日(

火)

、 

7
月
5
日(

木) 

午
後
1
時
～
4
時

　
◆
場
所
　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
　
　
　 

　
（
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
：
甲
府
市
）

　
※
相
談
は
予
約
制
で
、
１
人
当
た
り
30
分

　
　  

℡
0
5
5-

2
2
3-

1
3
6
6

■
電
話
相
談

　
◆
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
　

　
　  

℡
0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
3
6
6

　
◆
富
士
・
東
部
地
域
地
方
相
談
室

　
　  

℡
0
5
5
4
‐
45
‐
5
0
3
8
・
7
8
4
3

　
◆
曜
日
・
時
間
　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

今月の行政相談・心配ごと相談日

6月20日(水)

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、
　どこの場所へ行ってもOKです。

場　所 時　間 弁護士相談

町中央公民館

足和田出張所

精進出張所

勝山ふれあい
センター

10時～14時 10時～12時

午後1時～4時 午後1時～3時

＝
県
の
機
関
が
行
っ
て
い
る
各
種
相
談
＝

　
広
報
１
月
号
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
募
い

た
し
ま
し
た
、
工
芸
・
手
芸
工
房
出
店
者
に
つ

い
て
、
３
月
中
に
書
類
審
査
、
４
月
18
日
に
２

次
審
査
を
行
い
、
同
日
に
出
店
者
を
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　
町
内
河
口
地
区
に
お
住
ま
い
の
「
前
田
昌
宏

氏
に
よ
る
土
の
館
富
士
炉
漫
窯
」
、
富
士
吉
田

市
に
お
住
ま
い
の
「
萱
沼
正
子
氏
に
よ
る
陶
芸

と
香
の
館
」
、
そ
し
て
、「
手
打
ち
そ
ば
松
扇
」
の

三
つ
の
工
房
で
す
。

　
こ
の
三
工
房
に
つ
い
て
は
、
来
月
以
降
そ
れ

ぞ
れ
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
又
、
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
「
風

林
火
山
　
山
本
勘
助
展
」
が
、
６
月
中
旬
、
内
容

も
充
実
し
て
、
上
の
橋
の
た
も
と
の
「
火
の
見
」

の
建
物
に
移
動
し
ま
す
。
山
本
勘
助
や
武
田
家

ゆ
か
り
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
や
ガ
イ
ド
さ

ん
の
説
明
も
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
甲
冑
を
身
に
つ
け
て
写
真
も
撮
る

こ
と
も
可
能
で
す
。（
混
雑
時
不
可
）
絶
景
の
富

士
と
茅
葺
き
の

建
物
で
ご
覧
い

た
だ
く
と
よ
り

一
層
楽
し
め
ま

す
の
で
、
是
非

足
を
お
運
び
下

さ
い
。

　
４
月
27
日
「
西
湖
い
や
し
の
里
根
場
」
に
お

い
て
、
こ
の
茅
葺
き
集
落
に
ふ
さ
わ
し
い
味
わ

い
深
い
漬
け
物
を
お
客
様
へ
提
供
す
る
た
め
、

ま
た
棟
内
で
の
実
演
加
工
を
行
っ
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
漬
け

物
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ

ス
ト
に
は
、

江
上
料
理

学
院
の
江

上
種
英
先

生
を
審
査

員
に
迎
え
、

味
だ
け
で

は
な
く
、
地

元
の
食
材

を
生
か
し

て
い
る
か
、

漬
け
物
を

作
る
ま
で

に
物
語
性

（
ど
の
よ
う

な
経
緯
、創
意
工
夫
）が
あ
る
か
な
ど
総
合
的
に

評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
１
位
　
熟
年
ク
ラ
ブ
（
長
浜
）

　
　
　
　
　
ウ
リ
の
粕
漬
け
（
２
～
３
年
漬
）

　
２
位
　
三
浦
　
広
江
（
長
浜
）

　
　
　
　
　
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
漬
け

「
西
湖
い
や
し
の
里 

根
場
」か
ら

「
西
湖
い
や
し
の
里 

根
場
」か
ら

「
西
湖
い
や
し
の
里 

根
場
」か
ら

公
募
し
て
い
ま
し
た
工
房
が

　
　
　
　
　
　
決
ま
り
ま
し
た
！

漬
物
コ
ン
テ
ス
ト
１
位
は
、

　
　
　
　
　
長
浜
の
熟
年
ク
ラ
ブ

町の行政相談員さんは、　白壁　勝雄　72-0143　　　小佐野成太郎　83-2320
　　　　　　　　　　　　梶原　一榮　82-2446　　　渡辺　袈裟司　87-2316


